
令和4年2月21日（月）

横浜市立大学附属病院及び医学部の歴史

副学長 遠藤 格
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丸山健夫 ペリーとヘボンと横浜開港 情報学からみた幕末 臨川書店 2009

1775年～83年 アメリカ独立戦争
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1794年 ペリー誕生
1807年 フルトンが蒸気船を開発
1809年 ペリーは15歳で海軍入隊。
1834年 ペリーは蒸気軍艦の試作機の艦長に着任
1841年 米国発の外洋航海用蒸気軍艦ミシシッピー号
進水
1843年 ペリーはアフリカ艦隊の司令長官に任命
1848年 メキシコ戦争、平和条約でカリフォルニアがアメ
リカ領となる
1851年 東インド艦隊司令長官オーリック提督の日本遠
征が承認される。
世界一周の蒸気船航路の完成をめざした。

しかし同年オーリック提督はフィルモア大統領から解任
される。

1852年 ペリーは東インド艦隊司令長官に任命。
同年 大統領フィルモアは大統領候補者指名に敗れる。
11月2日の大統領選では民主党のピアスが当選

3



那覇を拠点とした。

1852年11月24日 ペリーはノーフォーク港を出発。

石炭調達に不安があったため大西洋～喜望峰周りで香港に
到着（1853年4月7日）

香港

丸山健夫 ペリーとヘボンと横浜開港 情報学からみた幕末 臨川書店 20094



1853年7月8日 4隻の黒船が浦賀沖に投錨
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1854年2月13日 ペリー提督が黒船を率いて二度目の来日をし、開港を迫りました。
会談に選ばれたのが横浜村（なまこの産地として有名だった）

「横浜上陸」 （ペリー艦隊随行画家ハイネによる）
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ペリーの開国要求交渉の日本側からみた議事録

加藤祐三 幕末外交と開国
講談社学術文庫 2012/9/11

林復斎（大学頭）、森田健司(訳）
作品社 (2018/9/25)
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当時の横浜

『地図で楽しむ横浜の近代』 風媒社

睦橋 一本橋

黄金（太田）橋

車橋 長者橋

黄金町駅

日出町駅

センター病院
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James Curtis Hepburn（1815-1911）

• アメリカ、ペンシルバニア州で生まれ
た。

• プリンストン大学で文学を学び、のち
ペンシルバニア大学で医学博士の学位
を得た。

• ニューヨークで眼科を開業中であった
ヘボンは日本開国の報に接し、長老教
会の許可を得て、自宅と病院を１万ド
ルで売却し、14歳の息子を父に預け、
妻クララと翌1859年開国したばかりの
横浜に上陸した。

• 44歳という年齢で、なぜ見知らぬ国へ
宣教師として行くのかと両親や親戚、
友人たちはこぞって反対したが、誰も
ヘボン夫妻の決心を変えることはでき
なかった。
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神奈川宿
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『ヘボン』 高谷道男 吉川弘文館 昭和36年3月15日13
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1862年 生麦事件 17



幕府の委託生9名の教育を依頼された
•『日本人は実に驚くべき国民です。西洋の知識と学問に対する
向学心は同じ状態にある他国民の到底及ぶところではありませ
ん。』
•長州藩兵学者だった大村益次郎は2年間、騎馬で江戸から神奈
川まで通った。

明治二年（1869年）11月5日没

文政八年（1824年）、長州藩のお医者さんの家に生まれた。
大政奉還 (1867年）10月
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開港記念会館
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1864年頃の横浜居留地。白矢印がヘボンの住居兼診療所。
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横浜市立大学医学部医学情報センター
原画所有者、京都市杉立義一氏の御好意により複製されたものです 26
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診療のかたわら語彙の収集と研究に
努め、1867年、日本で最初の本格的
な和英・英和辞書『和英語林集成』
を出版します。この辞書は大変な人
気を博し、第三版の出版時には
18,000部もの予約が入ったといわれ
ています。
この第三版から用いられた「ヘボン
式ローマ字」は、日本語を全く知ら
ない人でも英語表記に準じて発音す
ることができ、現代でもパスポート
や駅名・地名表記に使われ、社名や
店名等にも広く普及しています。
後に版権を丸善に譲渡し、その売上
をすべて明治学院に寄付しました。

NHK ヘボンさんと日本の開化 NHK出版 2014年10月1日 28
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横浜軍陣病院
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ウィリス医師
William Willis
1837～94

ウィリス医師が使用した外科手術器具
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横浜仮病院～横浜中病院

•横浜の人口も増加し、一般市民に対する病院の必要性が高まった。

•開業医はヘボン博士や2、3人の外国人と数人の漢方医に過ぎな
かった。

•医師であり実業家であった早矢仕有的は時の顕官を説き明治4年
（1871）4月20日、横浜元弁天（中区北仲通6丁目、生糸検査所付近）
に仮病院を建設した。

•仮病院では早矢仕と波多野潜也が診療にあたり週1回シモンズも診
療にあたった。

• しかし、9月近隣の失火により類焼し、閉院することとなった。
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横浜今昔散歩 原島広至 中経出版2014年33



早矢仕有的

• 1837- 岐阜生まれ
• 江戸で蘭方医に学んだ医師
• 1867 福沢諭吉門下となる
• 1869 丸屋善八を興す
• 1871 横浜仮病院設立（明
治6年；）

• 生命保険、貯蓄銀行を組織。
• 早矢仕ライスを考案
• 1901 明治34年没
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4人の偉人の交点

横浜梅毒病院で勤務

師弟 ヘボンの診療所で協力

三田義塾内に寄宿

横浜仮病院で診療

1879年
横浜正金銀行創立
1882年
横浜商法学校創立

十全醫院の看板医師

見学

1870年発疹チ
フスを治療

和英辞書買取り
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横浜共立病院～十全医院

• 長崎に赴いた後、京に出て慶応3年（1867年）
土佐陸援隊に入り倒幕運動に参加。このとき
坂本龍馬、中岡慎太郎、陸奥宗光らと知り合
う。

• 神奈川県に初めて警察制度を創設

• 権令（県副知事）に抜擢され、マリア・ルス号
事件を解決

• 本格的な大病院の建設の必要性を感じ、市
内の資産家に協力を求め、慈善寄附によるこ
ととした。

• この勧誘に応じた篤志家が、三井八郎右衛
門、小野善三郎、恵智得右衛門、渡辺福三郎、
田中平八、原善三郎、高島嘉右衛門、平沼専
造、茂木惣兵衛、らの二十余名の諸氏であっ
た。寄せた金額は6600円に達したという。

明治時代の1円は5万円相当と換算すると＝3億3000万円の寄付を集めた 学陽書房
(1998/10/1)
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三井八郎右衛門

三井財閥の基礎を築いた

小野善三郎

原善三郎

日本の主要貿易品となった
生糸の取扱いで財を成した。

茂木惣兵衛

横浜最初の生糸
売込商人と言わ
れている

田中平八

弁天通に「糸屋平八商店」を開業。
生糸・為替・洋銀・米相場で巨利を
得た。

石炭、生糸、海産物を
商う横浜渡辺家

渡辺福三郎

十全病院建設に寄付した実業家たち

多くの実業家が横浜に集まっていた 37



原善三郎

日本の主要貿易品となった生
糸の取扱いで財を成した。
息子富太郎が原三渓

茂木惣兵衛

横浜最初の生糸売込商人
と言われている

亀屋 野澤屋

1880年 横浜商法会議所の初代会頭

小野光景

副会頭

横浜為替会社～
横浜正金銀行支配人
（神奈川県立博物館）
現三菱東京UFJ銀行）

1882年 横浜商法学校創設（英語ができ外国人と対等の立場で貿易取引できる人材を育成する学校）
1917年 横浜市立横浜商業学校（通称Y校）校長美澤進 『人と進んで交わり共に資質を高めよ』
1928年に横浜市立横浜商業専門学校（Y専）となる。これがYCU創立年！

第二国立銀行初代頭取

七十四国立銀行を創業。
その後、横浜興信銀行をへて
横浜銀行となる

福沢諭吉
早矢仕有的

恐慌で休業した七十四銀行の救済に尽力

医療と商業に尽力

グローバル
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野毛山の修文館の建物を改修し、明治6年12月1日に移転し、横浜共立病院と改称。
アメリカ人医師シモンズが院長となって、名実ともに完備した我が国唯一の模範病院とし
て医療にあたった。シモンズの月給は320円（1600万円？） 40



改正横浜分見地図 明治11年（1878)
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吉田橋

関内
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Duane B Simmons
• 1834年 米国に生まれる。
• 1859年 オランダ改革派協会の派遣宣教師として
• 来日。神奈川宗興寺に住む。
• 1860年 横浜居留地に移転。医院を開く。
• 1864年頃 欧米に渡り，最新医学を修める。
• 1869年頃 再来日。新しく得た知見をもとに，
• 医療を再開する。
• 1870年 大学東校(現東京大学医学部)に，御雇い
• 教師として1年間勤める。この頃から，ヘボ
• ンの診療所で白内障，虹彩炎の後遺症，
• 乳癌の手術を行う。
• また，発疹チフスに罹患した福沢諭吉を
• 治療。この後より，福沢家との交流が始まる。
• 1873年 仮病院(横浜中病院)に出張診療。
• 1874年 十全医院に勤務。看板医師となる。
• 当時の月給320円（640万円！）
• 古谷野石や内藤医師の月給は15円、10円だった。
• 1881年 アメリカに帰国。再来日するまで，福沢諭吉の長男，次男の留学の世話をする。
• 1886年 再来日。
• 1889年 三田山上で客死。

44
荒井保男 ドクトル・シモンズ 有隣堂 平成16年6月5日



天然痘との戦い

• 1873年（明治6年）天然痘が極度
に流行し言語に絶するほどで
あったという。

•十全病院を種痘本局とし、敷地
内に附属病舎を新築して患者の
隔離を行い種痘済みの者にはそ
の証書を交付した。

草創のときP１８
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コレラとの戦い
• 1877年（明治10年）9月にアモイから横浜に襲来
• たちまち猛烈な勢いで市内に蔓延した。
• 停車場、波止場に検疫所を設け、旅客の健康診断を行い、観覧物や
諸興行を中止した。
• 横浜中の医員を残らず十全醫院に召集し、シモンズ氏の監督のもと
に警部、巡査、医員をもって各戸毎に健康診断を行い、予防薬を頒
布して下水や便所の清掃に注意喚起し、官民一体となって全力を尽
くした結果、同年12月になって漸く終息した。
• 患者総数は720名で、そのうち死亡者は395名に達したそうです。
• 当時から、海外との交流が盛んであることは、利益と考えられる半
面、疫学的には伝染病などの侵入の問題が生ずる。
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まぼろしの医学校

• シモンズは医師の教育にも熱心であった。

• 1876年（明治9年）、横浜に医学校を設立し、シモンズを教頭とする
立案があったが実現しなかった。

•明治13年（1880）、シモンズは十全病院を辞す。

•明治22年（1889）、シモンズは腎臓病で三田で死去。

• シモンズ退職後は、治療主任はブッケマス、ポエーラー、エルドリッ
ジらが務めた。東京はドイツ医学、横浜は米英医学のメッカ。

• 1889年（明治22年）初代院長として広瀬佐太郎が就任。

草創のとき、P36
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横浜市十全病院

•明治22年（1889）2月11日、大日本帝国憲法が発布され4月1日に横
浜に市制が施行された。

•明治24年（1891）4月1日、県から移管され横浜市十全病院となった。

•明治31年（1898）5月12日、看護婦養成所が開設された。

•当時は院長以下医師35人、看護婦および学生108人、１３５床であっ
た。外来患者は1日平均270余名、年間延べ入院数37,623人、外来
患者延べ89,810人に達した。
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http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/DB_map.html
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https://archives.pref.kanagawa.jp/www/contents/1611043201801/index.html
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関東大震災

•大正12年（1923）9月1日、未曽有の大震災

• マグニチュード7.9
•死者の9割が焼死

•市内の被害は人口44万８４７２人に対して、

•死者行方不明2万３３３５人、重軽傷1万214人、

•住宅戸数9万9940戸に対して、全焼6万2608戸、全壊9800戸、半壊1
万732戸、欠損1万1742戸、実に94.9％が被害を受けた。

大正9年3月 恐慌はじまる
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市役所付近から吉田橋を望む 草創のとき P5055
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焦土と化した十全医院

草創のとき 俱進会 P4558



ここに注目！
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『実地踏査横浜市全図』明治44年 横浜開港資料館蔵61
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旧平沼専蔵別邸亀甲積擁壁及び煉瓦塀
横浜市認定歴史的建造物
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十全魂
•この大震災に際して、自分の身さえ逃避することの困難な状況
にあって、職員各自が決死的行動によって一人の入院患者の死
亡例もなかった。まさに『十全魂』を発揮したというべく、永
く後世に伝えるべき美挙であった（草創のときP43)
•食料も飲用水もなかったため、糧食の配給に並んだ。
•隣接する平沼久三郎邸を借りて仮横浜市十全医院として診療に
あたったが『薬剤も枯渇し、繁忙は辛労言語に絶せり。』
• 11月10日旧病院跡にバラック病棟増築
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仮病院落成大正13年6月23日

『それにつけても、我が十全医院をつくるに市民があづかる所大であり、十全医院は又医道の限りを
尽くして市民のために応え、常に市民と共にあってその責務を果たすこと、真に表裏一体をなしていた』

草創のとき 俱進会 P4565



南吉田町への移転

•大正13年（1924）6月23日、南吉田町字南川外938番地（現在の浦舟
町）に木造平屋の仮病院が竣工した。

•新しい十全医院は大正14年（1925）8月に起工し、翌大正15年
‘1926）11月に本館が落成し、昭和3年（1928）5月には再1病棟が竣
工、さらに昭和4年（1929）年9月完成。
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横浜と医学の歴史 三杉和章、杉田暉道 編 横浜市立大学一般教育委員会 1997年8月67



復興成った十全病院（昭和2年；1927）
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http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/DB_map.html70



拡大

http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/DB_map.html71



http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/DB_map.html72



http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/DB_map.html73



吉田初三郎 湘南電鉄沿線名所図絵（昭和5年）74



横浜同愛記念病院

•関東大震災に見舞われた被害と惨状にアメリカ合衆国大統領なら
びに駐日大使は深甚なる同情を寄せられアメリカ国内に広く寄附を
呼びかけ多大なる義援金が寄せられた。

• その一部をさきアメリカ国民の友情を永久に記念すべき病院のよう
な記念事業として東京と横浜に記念病院を設立することとなった。

•十全病院の構内に併置すれば施設を共用できるためその形とした。

• （現在はその跡地に救命救急センターが建設されている）

•のちに1944年の横浜市立医学専門学校が発足するにあたり附属十
全病院に組み込まれ、同愛記念館と称するようになった。
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横浜市立医学専門学校

•半井清市長は十全医院から医科大学を創設して、将来はこれを政
府に寄付して横浜帝国大学を実現したいという願望を持たれていた
が文科省が難色を示し、なかなか実現しなかった。

・1941年12月8日、大東亜戦争勃発。

・文科省は医師速成のため、医専（医学専門学校）の新設を促進する
方針に転換した。

・昭和19年（1944）4月、南区井土ヶ谷下町の横浜商業専門学校の一
部が校舎として開校された。

・校長は及能謙一先生。1回生は125名。

・1944年10月に浦舟町の三吉小学校校舎に移転。
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横浜市立医学専門学校

•半井清市長は十全医院から医科大学を創設して、将来はこれを政
府に寄付して横浜帝国大学を実現したいという願望を持たれていた
が文科省が難色を示し、なかなか実現しなかった。

・1941年12月8日、大東亜戦争勃発。

文科省は医専（医学専門学校）の新設を促進する方針に転換した

昭和19年（1944）4月、南区井土ヶ谷下町の横浜商業専門学校の一部
が校舎として開港された。校長は及能謙一先生。1回生は125名。

1944年10月に浦舟町の三吉小学校校舎に移転。
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草創のとき
79



草創のとき
80



横浜大空襲

• 1945年5月29日、B29、517機、P51、１０１機
• 2570トンの焼夷弾攻撃と機銃掃射を受けた。

•死者4616人、被災者25万5000人といわれる。

•われわれは2階の細菌学教室にいた。飛行機
の轟音が聞こえた。窓の方を見たときの光景に
驚いた、真っ黒な怪鳥が空いっぱいに羽を広げ
て西南の方向から東南の方向に向かって飛ん
できた。

『都市横浜の半世紀 高村直助 P70』
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横浜大空襲

５つの平均弾着点
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浦舟町

浜松町

八幡橋

前里町

東神奈川駅

平沼橋

港橋

大鳥国民学校

吉野橋

横浜大空襲

５つの平均弾着点
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日ノ出町

浜松町

黄金町

浦舟町

前里町

八幡橋
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• もう川向うの中村町は火の海と化していた。数名が川から水をくんで
校舎の木の扉にかけた。

• ガス橋のところは避難の人が続いている。老人、子供はころんでつ
ぶされている。泣き声や騒ぐ声で阿鼻叫喚であった。

• あとで分かったが附属十全病院にも焼夷弾が多数落下して、久松
君らがその消火にあたったとのことであった。 病院屋上にあった
桜山食堂にも何発かの焼夷弾が落ち発火したが奮闘して消し止め
た。

•校舎の廊下を点検していると、黒い大きなものが中庭に落ちたのを
目撃した。幸い2発とも不発弾であった。

•長い恐ろしい時間であったがわれわれの校舎と病院はなんとか火
から逃れた。このことは横浜医専の存続とその後の発展に重大な意
味を持っている。

草創のとき 益田実先生 P168 88



•翌日から病院は各地から送られてくる火傷の患者で一杯であった。

•打ち合わせをしたわけではないが相当数の学生が来ていた。そのぐ
らい、われわれは愛校心に燃えていたし、そしてそれは今でも続い
ている。

•火傷の処置は再生のタンニンガーゼをのせるだけ。

•病院にはいりきれず、廊下にまで寝かされた人たち。

• 3ヶ月の間にどれだけの人が亡くなったことか。

草創のとき 大川一義先生 P171 89



中区元町付近からの眺望 草創のとき P17390



https://yokohoren.jp/syumi/yokohamanokusyude-omoidasukoto/

弁天橋

都橋

横浜駅根岸道路

平戸桜木道路

横浜市立本町小学校

吉田橋

横浜公園

鎌倉街道

浦舟町

山元町
地蔵坂
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一期生による洗眼奉仕

西郊文夫先生、高畑延臣先生、益田實先生 草創のとき P16392



横浜市立大学医学部
•日本国憲法にのっとり教育基本法が成立した。

• すべての医学専門学校はA・B・Cにランクつけされ、内容の悪いCクラ
スは直ちに廃校となった。横浜医専はAクラス

• 1949年3月25日 横浜医科大学が開学、学生定員は約40人。

• 1952年には横浜市立大学医学部として発足した。

•同年、横浜市看護婦養成所が発足。

• 1953年には、横浜市立高等看護学院に改称。

• 1971年には、横浜市立大学医学部付属高等看護学校となった。
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横濱醫学発刊 1948年
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神奈川観光大鳥瞰図 毎日新聞社（昭和27年）1952年
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横浜と医学の歴史 P184 97



昭和初期 98



教室にて 草創のとき P198
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外科診療

•昭和25年頃までは物資不足で、開腹手術を要する患者に
は手洗い用の石鹸を持参してもらい、冬季には暖房用の薪
ストーブを使用し、その薪も患者負担で手術するという状態
で、今日とは隔世の感がある。

草創のとき P343 101



第2外科『開講５０周年記念誌』より抜粋
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横浜市立大学附属病院100周年

1972年 104



草創のとき発刊（1984年）昭和59年6月

1984年

医専40周年
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横浜市立大学病院150周年

2021年 106



旧医学部校舎
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当時の横浜

『地図で楽しむ横浜の近代』 風媒社

睦橋 一本橋

黄金（太田）橋

車橋 長者橋

黄金町駅

日出町駅

センター病院
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附属病院（福浦） 市民総合医療センター（浦舟）

昭和62年(1987) 医学部が金沢区福浦に移転
平成3年(1991）7月1日医学部附属病院として開院

平成11年（1999年）浦舟病院新病院棟竣工（翌年改称）

平成17年(2005)
公立大学法人横浜市立大学医学部 医学科・看護学科

109



三つの危機を乗り越えてきた

•＃１ 医専から医科大学への昇格
•＃２ 大学院設置（昭和34年）
•学位を取れなかったので他大学に流れていた。

•＃３ 福浦への移転

俱進会たより第100号 平成15年10月30日
2003年 110



独法化（平成17年）2005年

•公立大学法人横浜市立大学発足
•横浜市立大学附属病院
•横浜市立大学附属市民総合医療センター
•医学部看護学科を設置

2005年4月 112
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コロナパンデミック襲来

https://www.youtube.com/watch?v=Q0ekJNtMQM0 https://www.youtube.com/watch?v=Gc3_8Mwj9gU

新型コロナウイルス感染症対応記録の公開
市民総合医療センター
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力を合わせて市民を守ろう！
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未来予想？
横浜市大病院のあゆみ

1871年
横浜仮病院（ドクトルシモンズ）

1923年
関東大震災

1945年
横浜大空襲

2020年
コロナ禍

1987年
医学部福浦移転
1991年
附属病院開院

1949年
横浜医科大学
1952年
横浜市立大学

1898年
看護婦養成所

1944年
横浜医学専門学校

100

50

70

120

150

1999年
センター病院開院

1970年
学生運動

統合
移転

1859年
開港（ヘボン来日）

われわれはこれからどこへ行けば良いのでしょうか
116



関東大震災横浜大空襲
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2033年頃？
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第7 回技術予測調査 (2001年)
－我が国における技術発展の方向性に関する調査－.

• 2014年 がん化の機構が解明される

• 2017年 遺伝子診断に基づくがん予防法が普及

• 2017年 マイクロマシンやマイクロロボットによる低侵襲外科技術が
外科手術の大半を占める

• 2017年 ぼけは克服される

• 2020年 がん全体の生存率が70％を越える

• 2025年 臓器移植において再生された組織や臓器が

•半数以上を占めるようになる

2001年7月. 文部科学省科学技術政策研究所. 科学技術動向研究センター

5年生存率64.1％（2009～2011年にがんと診断された人）

当たらずとも遠からず
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横浜市大病院のあゆみ

1871年
横浜仮病院（ドクトルシモンズ）

1923年
関東大震災

1945年
横浜大空襲

2020年
コロナ禍

1987年
医学部福浦移転
1991年
附属病院開院

全身麻酔

1967年肝移植成功

1949年
横浜医科大学
1952年
横浜市立大学

1898年
看護婦養成所

1944年
横浜医学専門学校

100

50

70

120

150

1999年
センター病院開院

1970年
学生運動

統合
移転

1859年
開港（ヘボン来日）

1846年エーテル麻酔

1881年胃切除、1953年心臓手術

『切除』の時代 『移植』の時代 『再生』の時代

2020年異種心臓移植

1905年はじめての移植実験

2006年iPS細胞

2060年？
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未来予測

• 2040年は、現在ぎりぎり空想できることが実現されている

•疾患の早期発見・予防

•再生医療、免疫治療が一般化

•遠隔医療（超分散ホスピタル）

•高度な生体適合性材料によるインプラント機器

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202001/detail/1421221_00005.html

文部科学省に設置された科学技術・学術政策研究所が行っている未来予測である「科学技術予測調査」

未来を予想しつつ移転再整備を考えましょう
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今、横浜にあるものは明治からずっと続いている

122

１８７１ 横浜十全病院

横浜商法学校１８８２

７４銀行→横浜興信銀行⇒横浜銀行

横浜貿易新報→神奈川新聞

大師電鉄→湘南電鉄→京浜急行１８９８

フェリス女学院

１８９０



むすび

•横浜市立十全病院は何度も災害・戦火に晒されましたが、不死鳥の
ように甦り、横浜市民を最前線で守る役割を果たしてきました。

•政財界のリーダー・篤志家から大きなご支援を頂いてきました。

• いただいたご支援を市民に還元するという『器』だったのです。

•市民を守ってきたからこそ、市民から信頼され愛されてきたのでしょ
う。

•移転再整備は単なる建て替えではなく、２つの病院が完全に一体化
したスーパーホスピタル十全病院復活の好機です。

•世界最高水準の医療を市民の皆様へ！

•輝かしい未来へのカウントダウンが始まっています。

• まだまだ乗り越えるべき課題は多く残っていると思いますが、

『十全魂』で頑張りましょう！
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横浜市立大学 消化器・腫瘍外科学
遠藤 格

ご清聴ありがとうございました

124


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	当時の横浜
	James Curtis Hepburn（1815-1911）
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	幕府の委託生9名の教育を依頼された
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	横浜仮病院～横浜中病院
	スライド番号 33
	早矢仕有的
	4人の偉人の交点
	横浜共立病院～十全医院
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	Duane B Simmons
	天然痘との戦い
	コレラとの戦い
	まぼろしの医学校
	横浜市十全病院
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	関東大震災
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	十全魂
	仮病院落成 大正13年6月23日
	南吉田町への移転
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	横浜同愛記念病院
	スライド番号 76
	横浜市立医学専門学校
	横浜市立医学専門学校
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	横浜大空襲
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 85
	スライド番号 87
	スライド番号 88
	スライド番号 89
	スライド番号 90
	スライド番号 91
	一期生による洗眼奉仕
	横浜市立大学医学部
	スライド番号 94
	スライド番号 95
	スライド番号 96
	スライド番号 97
	スライド番号 98
	スライド番号 99
	スライド番号 100
	外科診療
	第2外科『開講５０周年記念誌』より抜粋
	横浜市立大学附属病院100周年
	草創のとき発刊（1984年）昭和59年6月
	横浜市立大学病院150周年
	旧医学部校舎
	当時の横浜
	スライド番号 109
	三つの危機を乗り越えてきた
	独法化（平成17年）2005年
	スライド番号 113
	コロナパンデミック襲来
	スライド番号 115
	スライド番号 116
	スライド番号 117
	スライド番号 118
	第7 回技術予測調査 (2001年)�－我が国における技術発展の方向性に関する調査－. 
	スライド番号 120
	未来予測
	今、横浜にあるものは明治からずっと続いている
	むすび
	ご清聴ありがとうございました

